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長野県野菜 花 き 試験場病害虫部

山梨県病害虫防除所

部 は後部が しだい に細 く な ってい る 。 尾端に は餌の表面
に付着す る た め の 吸盤状の器官 を 備 えてい る 。 4 齢 を経

て 嫡化す る 。
4 舗

形状 は 扇平な卵形で， 踊化す る と き は， 葉裏 な ど に 4
齢幼虫の脱皮 殻 に よ って 付着 して おり ， 体の後部 を脱皮
殻で部分的 に 覆 ってい る ( 口 絵参 照) 。 幼 虫 と 異 なり ，
踊の体表面 に は練 は な し な め ら か で あ る 。

5 分類

本種 は食 植性で， ナ ス 科植物 を 加害 す る 我が国土着の
オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウ (E. v igintioct om acu l at a  
M OTSC HULSK Y) や ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウ ( E.
v igintioct opu nctat a  (F AB RIC I US) ) と は 近縁種 で あ る 。 形

態的に は比較 的類似 してい る が， こ れ ら 2 種 は成虫 の 前
麹 の 斑紋数が左右 14 個 ず つ で あり ， 本種 は 斑紋数が 8
個ずつ で あ る た め， 判別 は比較 的容易 で あ る 。

に

近 年， マ メ ハ モ グ リ パ エ (L iriomyz a t riforii 
B URG邸 S) ， シ ル バ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ (Bemis ia ar­
gentifolii B E LLOW S  and P E RRING) ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ
マ (Fra nk liniella occiden talis P ERG AN DE) とい っ た 海外
か ら の侵 入害虫が， 様々 な農作物 に 大 き な被害 を 及ぽ し

てい る 。

1997 年 8 月 ， 山梨， 長野両 県 境地域でイ ン ゲ ン テ ン ト
ウ Ep ila ch n a v a泊Jestis (M ULSTANT) が発生 してい る こ と

が確認 さ れた。 本種 は Mexic an bean beetle と 呼ばれ，

ア メ リ カ 大陸では ダイ ズ を はじ め と す る マ メ 類の大害虫

であ る 。 我が国 で は特定重要病害 虫 に 指定 さ れ， そ の侵
入が警戒 さ れてい た 昆虫 であ る 。 そ の後の調査で生息可

能地域が限 定 さ れ る 可能性があ る こ と ， 比較 的簡単 に薬
剤 防除がで き る こ と な ど が明 ら か に な って き た。 し か
し ， 今後圏 内 の 他地域で発生す る 懸念があり ， 本稿で本
種の特徴， 発生状況， 防除対策 な ど に ついて 紹介す る 。

めじは

イ ン ゲ ン テ ン ト ウ は， 原産地 は メ キ シ コ南 部お よ び グ
ア テ マ ラ の 高 原地域で， 生息範囲 はパ ナ マ か ら カ ナ ダの
オ ン タ リ オ 州南 部 に ま で広 が ってい る (T URNI PSEE D and 

K OG AN， 1976) 。 ア メ リ カ 合衆国 内 で は， 188 3 年 に コ ロ ラ
ド 州 で最初 に発見 さ れ， そ の後 ま も な く コ ロ ラ ド 州南 部

の半乾燥地域で害虫化 し た 。 ア メ リ カ 合衆 国 内 に お け る

本種の分布 は， 1920 年 に ア ラ パマ 州北部 ま で拡大 し た 。

東部地域 へ の 分布域 の 拡大 は， 1918 年 ご ろ ア ル フア ル
フ ァ で 持 ち 込 ま れ た個 体 に起 因 す る と 考 え ら れ る

(F RONK， 1978) 。 そ の 後， 1970 年代 の 初期 に ， 海岸沿い

の平野で栽培 さ れ る ダイ ズ に侵 入 し， 中西部 の栽培地帯

に 大 き く 広が っ た 。 し か し な が ら ， 経 済的被害 を引 き起
こ す よ う な高密 度 に 達 し た の は， 東部 の海岸地域 に限 ら

れた。 こ こ 1O�15 年 は 多発生地域 は西へ移 動 してい る 。

現在の と こ ろ ， ア メ リ カ 合衆国での本種 に よ る ダイ ズ の

被害 は， イ ン デ ィ ア ナ 州南 部 の 地 域 で 最 も 大 きい

(T URNI PSEE D and KOG AN， 1976) 。 ダイ ズ に加 えて 本種の寄

主作物 は ， ササ ゲ 属 の数種， ラ ッ カ セ イ お よ び そ の他の

マ メ 類であ る (H IL L， 198 3) 。
成虫の発生 は そ の地域の標高 に 依存 して おり ， 最 も 早

い も の で 3 月 か ら 始 まり ， 4， 5 月 ま で続 く 。 春 の 降雨

と 気温の上昇が越冬後の成虫の発生刺激 で あ る と 考 え ら

れ る 。 越冬場所か ら 現れた の ち ， 成虫 は餌 を 求 めて 分散
す る 。 本種がア メ リ カ 合衆国で北方へ分布 を拡大す る と

海外 に お ける分布 ・ 生態E 

形態 お よ び分類

1 成 虫

体長 は 5�8 mm で， 体幅 は 約 6 mm で あ る 。 体色 は

黄色か ら 赤褐色で変異 に 富 ん でい る 。 体表面 に は軟毛 が

多 く ， 光沢 は ない 。 前麹 に は左右 8個ずつ の黒色斑紋が

あ る が， 前胸背面 に は斑紋が ない ( 口 絵参照) 。 雌雄 の

判別 は， 雄の場合腹面の 最終腹節 に 小 さ な切り 込みがあ

る の で判別 で き る 。
2 卵

色は黄色か ら 燈黄色で， 高 さ は 約 1 . 2 mm， 直径 は約

0 . 6 mm で あ る 。 マ メ 科植物 の 葉 裏 に 卵 塊 で産卵 さ れ

( 口 絵参照) ， 1 卵塊 の 卵 数 は 40�70 個 で あ る 。 他 の テ

ン ト ウ ム シ 科の卵 と 形状 は 同様で あ る 。

3 幼虫
体長 は ふ 化直後で約 1 . 5 mm， 成熟す る と 8�10 mm

に達す る ( 口 絵参照) 。 幼虫の体色 は 淡黄色 か ら 燈黄色
であ る 。 背面 に は縦 に 6 列 の枝分か れ し た 練が あ る 。 腹

I 
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き に 得 ら れた デ ー タ に よ る と ， 本種 は 1 年間 に 200 k111 
移動す る こ と が可能だ と 考 え ら れ る ( HOWARD， 1922 ) 。
ま ず最初に 8�15 日 間摂食 し た の ち ， 成虫は交尾 し ， 雌
成虫が寄主植物の葉裏 に産卵 を 開始す る 。 越冬雌成虫は
約 48 日 間生 き て 摂食 を続 け， 1 雌 当 た り 750 卵近 く を
産下す る こ と が可能であ る 。 卵 は産卵後 5�14 日 後 に ふ
化す る 。 幼虫 は集合 し て ダ イ ズ葉 を摂食 し ， 4 齢 を 経過
す る 。 各齢期 の長 さ は 4�7 日 の範 囲 で変異 し， 幼虫期
間 は 16�27 日 で あ る 。 4 齢幼虫 は 葉裏 で 嫡 化 す る 。 摘
は嫡化後約 10 日 で羽化す る 。 ア メ リ カ 合衆国南東部で
は， い く つ か の 世代が重な り な が ら 年間 3， 4 世代発生
す る 。 ア メ リ カ 合衆国西部 と 北部では， 部分的 に 2 世代
を 含 む が， 年間 1 世代 の 発生 で あ る 。 最終世代 の 成 虫
は， 越冬の準備 に 入 っ て越冬場所へ移動す る 。

天敵 と し て は， ヤ ド リ パエ科の Aρlomyioþsl:S eþilach­
ηae (ALDHICH) ， 均'alomyodes triangulifera (LOEIV) ， 
Doryþhoroþhaga d01yphorae ( RILEY ) ， EUjJhorocera 
flo ridensis TO\VNSEND ， Helioρhagia sloss o n ae 
(C∞UILL貯T) ， LesjJesia aleti・áe (RILEY) ， Lydinolydella 
metallica TOIVNSEND， Nemorilla 戸'yste (WALKER) ， 
Helicobia 1'ajJax (W ALI<Ell ) ， Ravinia eγrabunda 
(WULI') ， Boettcheria latisterna PAHKER， ヒ メ コ ノ マ チ 手ヰ
の Telrastichus ovulontm ( FERRIEHE) ， Pediobius 
foveolatus (CRAIVFOIW) ， P. ejJilachnae (Rol机VEH) ， 糸状菌
の Beauvenoa globulifera (SPEG.) PICAHD， CordycejJs 
militaris (L.) 他， 多数挙 げ ら れ て お り ， 一部の も の は
オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウ や ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウ
の天敵に も な っ て い る (SCIIAEFEH， 1 983) 。

皿 我が固 に お け る 初発見

我が国 に お け る 本種 の 発見 は， 児 童 向 け の 昆 虫 図 鑑
(f昆虫図鑑 い ろ ん な場所の虫 さ が し」 藤丸篤夫著， 福
音館書!吉発行) に ダイ ズ を加害 し て い る 本種が 「 テ ン ト
ウ ム シ の なか ま J と し て 記載 さ れて い る の が見つ か っ た
の が発端であ る 。 そ の経緯 に つ い て は藤山 ・ 白 井が詳 し
く 述べ て い る ( 1998) 。 そ の後， 図 鑑 の 著者の情報か ら

農林水産省農業環境技術研究所が山梨， 長野両県境で現
地調査 を 実施 し ， 北海道大学理学部の片倉晴雄助教授 に
よ り 本邦未確認の イ ン ゲ ン テ ン ト ウ で あ る と 同定 さ れ
た。

なお， 輸入時の植物検疫の時点で本種が検出 さ れた例
は今の と こ ろ な い (横浜植物防疫所) 。

W 我が固 での分布

1 山梨県
1997 年 8 月 に イ ン ゲ ン テ ン ト ウ が確認 さ れ て か ら 病

害虫防除所， 農業試験場お よ び各段業改良普及 セ ン タ ー
で県下全市町村の マ メ 科作物栽培園;場で一連の調査 を行

っ た 。 そ の結果 64 市町村の う ち ， 1 2 市 町村 で本種の発
生が確認 さ れた (図-1 ) 。 こ れ ら の市 町村 は 長 野 県 と の
県境に位置す る 県北西部 に ま と ま っ た 地域で あ る 。 そ の
中 で も 発生密度が高か っ た の は， 長坂町， 高根町， 小淵
沢町， 大 泉村， 須 玉 町， 白 州 町， 明 野 村 お よ び武 川 村
で， イ ン ゲ ン類の栽培園場で は非常 に 高 い確率 で発生が
確 認 さ れ た 。 こ れ ら の 地 域 の 標 高 は 比 較 的 高 く
(500� 1 ， 000 111) ， 夏季 は 冷 涼 な 地 帯 で あ る 。 こ れ ら の
地域 よ り も 標 高 の 低 い双葉町， 韮崎市 (300�500 111) 
では， 発生園場率 は低 く ， 園場内での発生密、度 も 低か っ
た。 ま た， 敷島町， 牧丘町で は， 標高の 高 い一部 の 困場
(750�800 111) で の み 発生が確認 さ れ， 圃 場 内 で の 発生
密度 も 低か っ た 。

今回， 本種の寄生や そ の被害が確認 さ れた の は， ほ と
ん どが家庭菜園 な どの 自 家消費的闘場であ り ， 経済栽培
圃場では全 く 見つ か ら な い か， あ る い は寄生が確認 さ れ
て も 密度 は極 め て 低 く ， 被害 も 全 く 問題 に は な ら な か っ
た。 こ れ は薬剤散布の有無 に よ る も の と 考 え ら れ る 。

2 長野県
1997 年 8 月 に イ ン ゲ ン テ ン ト ウ 発生 の 情報 を 得た の

ち ， 直ち に病害虫防除所， 農業関係試験場お よ び農業改
良普及セ ン タ ー で全県下の イ ン ゲ ン， ベニバナ イ ン ゲ ン
栽培園場 を 中心 に ダ イ ズ， マ メ 科雑草な ど 300 数十か所
で本種の 発生状況 を 調査 し た 。 そ の 結果， 図 ー l に 示 し
た地域で発生が確認 さ れた。 こ れ ら の地域 は， 県東部の
山梨県 に 隣接す る 地域 (富士見町， 原村お よ び南牧村)
か ら 諏訪湖周辺 に か け て の地域 (諏訪市， 岡谷市， 茅野

図 ー 1 山梨 ・ 長 野両 県 におけ る イ ン ゲ ン テ ン ト ウ 発生市

町村 0998 年 8 月 現在)
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市， 下諏訪町お よ び辰野町) でい ずれ も 比較 的標高 の高
い地域 に な る 。 本種が発生 してい る 圏場の標高 で示す と
700�1 ， 300 m の 範 囲 に 分布 し た 。 そ れ以下の標高 の 地
域では現在の と こ ろ 本種の寄生お よ び加害 は確 認 さ れて

い ない 。 本種の食 害 は激 し し 葉が食 べ つ く さ れてい る
ほ ど の甚発生の圃場が散見 さ れた ( 口絵参照) 。

V 我が固での生態 お よ び防除

1 寄主植物

本種の寄主 植物 は， イ ン ゲ ン， ベニバナ イ ン ゲ ン， エ
ン ド ウ ， ウ ズ ラ マ メ ， ダイ ズ お よ びそ の他の マ メ 科植物
であ る 。 こ れ ら の う ち で も 特 に イ ン ゲ ン類 を好んで加害
す る 。

山梨， 長野両 県 で寄主 植物 に 関 す る調査 を 1997 年 8
月 に 実施 し た 。

山梨県 で本種の寄生お よ び被害が確 認 さ れた マ メ 科作
物 は ， イ ン ゲ ン ， ベニバナ イ ン ゲ ン， ダイ ズ お よ びア ズ

キ であ っ た 。 同一地域 内 で， 少 数で は あ る がエ ン ド ウ ，
ラ ッ カ セ イ ， ササ ゲ に ついて も調査 し た が， 本種の寄生
お よ びそ の被害 は確 認 さ れな か っ た 。 寄生が確 認 さ れた
作物の 中 で， 特 に イ ン ゲ ン お よ びベニバ ナ イ ン ゲ ン に お
け る 寄生密 度 と被害程 度が高 く ， ダイ ズ と ア ズ キ で は低
か っ た 。 マ メ 科雑草での寄生状況 に ついて も調査 を行っ
た が， 本種の寄生 は確 認 さ れな か っ た 。

長野県 内 で本種の寄生が確 認 さ れた植物 は ， マ メ 科の
イ ン ゲ ン ( つ る あり ， つ る な し ) ， ベ ニ バ ナ イ ン ゲ ン，
ア ズ キ ， ダイ ズ， ク ズ お よ び ネ ム ノ キ であ っ た 。 寄生密

度 と被害程 度が高 か っ た の は イ ン ゲ ン お よ びベニバナ イ

ン ゲ ン で， そ れ以外の マ メ 科植物への寄生程 度 は低 か っ
た 。

2 イ ン ゲ ン の被害

成虫， 幼虫 と も に 葉裏か ら 葉脈 の 聞 を 網目 状 に激 し く
加害す る 。 幼虫 は表皮 1 枚残 して食 害す る が， 成虫 は し

ば し ば葉表 ま で食い 破 る 。 葉 を食 べ 尽 く す と 新芽， 奮 さ

ら に 茎な ど も加害 し ， 植物体が枯死 す る 場合 も あ る 。 同

所に イ ン ゲ ン類 と 他の マ メ 科植物が混 在す る と イ ン ゲ ン

類以外 は ほ と ん ど食 害 を 受 け ない 。 実験室内 で食餌 と し
て 与 え る と ， 他の マ メ 科植物の被害 も イ ン ゲ ン類の被害

と 同様 に な る 。
イ ン ゲ ン テ ン ト ウ に よ る被害 は， イ ン ゲ ン類の 中 で も

特に ベニバナ イ ン ゲ ン で顕著であり ， ベニバナ イ ン ゲ ン
の栽培特性 と も 関係 してい る と 考 え ら れ る 。 ベニバナ イ
ン ゲ ン は 中央 ア メ リ カ の チ ア パ ス お よ び グ ア テ マ ラ な ど
標高 約 2 ， 000 m の 高 地 を 原産地 と す る 大粒 の イ ン ゲ ン
であ る 。 冷涼 な気候を好み， 寒冷地で よ く 結実す る 特性
を持つ。 栽培好適地 は 中部地方 で は 標高 900�1 ， 300 m 
が最適で， 600 m 以下では結実が少 な く な る 。 栽培 は軽
作業で， 病害虫 も少 な く 無農薬栽培が可能で あり ， 中 山

問地域の特産農作物 と して 人気が高 く 栽培地域が広が っ
てい る (有馬， 1988) 。 こ れ ら の ベ ニ バ ナ イ ン ゲ ン栽培
適地 は イ ン ゲ ン テ ン ト ウ の 生育好適条件 と 非常 に 類似 し

てい る た め ， ベニ バ ナ イ ン ゲ ン で の被害 が多い も の と 考
え ら れ る 。

3 生態

( 1 )  温度耐性

本種 は北 ア メ リ カ 大 陸 で は ア メ リ カ 合衆国 と カ ナ ダの
国境 に あ る 五大湖 の 周辺で も 繁殖 してい る こ と か ら ， か
なり 寒い 地方で も 越冬が可能 と 考 え ら れ る 。

山梨， 長野両 県 と も 現地農家 か ら の 聞 き 取り ( 1997
年 8�9 月 ) に よ る と 数年前か ら 発生 してい た と 考 え ら
れ， す で に 数回 に わ た って 発生地の気象条件下で越冬 し

てい る こ と は事実で あ る 。 前述の よ う に イ ン ゲ ン テ ン ト
ウ の 発 生 が確 認 さ れ た 地 域 は 山 梨 県 で は 標 高 500�
1 ， 000 町 長野県 で は 標 高 700�1 ， 300 m の 高 標 高 地帯

であ る 。 こ れ ら の地域の特徴 と して ， 比較 的積雪 は少 な
い が寒 さ は 非常 に 厳 しい こ と が挙 げ ら れ る ( 図 -2) 。 発
生地点 の 中 で最 も 標高 が高い 野辺山 で は最低 気温が約 一
20'Cに達す る 臼 も あ る 。 こ れ ら の こ と か ら 考 え る と ， 本
種 は か なり 寒い 地方で も 十分越冬す る 能力 を持 ってい る
と 考 え ら れ る 。

山 梨 県 に おいて ， 1997 年 12 月 と 1998 年 3 月 に 横浜

植物防疫所 と 山梨県 病害虫防除所が共同 で越冬状況調査

を 実施 してい る 。 海外の文献で は成虫 は既交尾， 未交尾
個体 と も 森林の針葉樹や カ シ な ど の落葉の下や， 圃場周
辺の水は け の 良い 場所で集団 で越冬す る と さ れて おり ，
そ れ ら の場所 を 中心 に 長坂町， 大泉村 お よ び明野 村 の
14 地点 で調査 を 実施 し た 。 そ の 結果， 大 泉 村 の 3地点
と明野村 の l 地点、 で越冬成 虫 が発見 さ れた 。 発見場所

は， マ ツ や ク ヌ ギ な ど の 雑木林や 広葉樹林の落ち 葉や枯
れた ク ズ の薬 ま た は 石 な ど の下で あ っ た 。 こ れ ら の場所

はい ずれ も 日 当 たり が良 く ， 水 は り も 良い 平 ら な場所で

あ っ た 。 越冬成虫 はい ずれ も 1�2 頭単位で見 つ かり ，
海外の文献の よ う な集団 での越冬 は確 認 さ れな か っ た 。

越 冬 が確 認 さ れ た 地 点、 の 標 高 は， 大 泉 村 で 850�900
m， 明野村で約 600 m で あ る 。 900 m 以上 の 地点 で は調
査 してい ない が， 少 な く と も 900 m 近 く で は 越冬が可
能であり ， 厳寒で越冬で き る 能力 を 備 えてい る と 考 え ら
れ る 。

前述の よ う に ， い ずれの分布地域で も 標高 の低い 場所

では発生量が少 ない 傾向 が見 ら れ る 。 ま た ， 実験室内で
温度耐性 に 関す る 試験 を 実施 し た と こ ろ ， 高 温 に よ る 卵

の ふ 化率や幼 虫 の 生存率 の低 下 な ど の 現象が認め ら れ
た。 し た が って ， 本種 は 夏季 に 高 温 と な る 地域 は生息 に
不適か も し れ ない 。 こ の こ と は， 実際 の野外 に おいて も
真夏 に は気温が 35'C以上 に な る 甲 府盆地 な ど で は 本種
の発生が認め ら れない こ と か ら も推 測 で き る 。
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( 2  ) 天敵
山梨， 長野の い ず れ の 県 に お い て も イ ン ゲ ン テ ン ト ウ

が多発 し た 圃場では， 褐変 し て 死亡 し た 幼虫が し ば し ば
認め ら れた 。 そ れ ら の個体を持ち 帰 り ， シ ャ ー レ に 入れ
て 室温で静置 し て お く と ， 寄生蜂が脱出 し て く る の が確
認 さ れた。 山梨県で確認 さ れた寄生蜂 は ヒ メ コ パデー科の
一種 と シ リ ボ ソ ク ロ パ チ科の一種 (両穣 と も 農林水産省
農業環境技術研究所小西和彦氏 同定) であ っ た。 長野県
で確認 さ れた種は ヒ メ コ パチ科の 2 種 (両種 と も 上線一
昭氏 同定) であ っ た 。 長野県内での場合， ヒ メ コ パチ科
の一種は天敵の調査 を 行 っ た い ずれの市町村で も 寄生が
確認 さ れた。

ま た ， 1997 年 9 月 の調査で， Beauveria 属菌に よ る 感
染 を 受 け た成虫 お よ び幼虫が認め ら れた。

い ずれの天敵 も こ れ ま で近縁種の オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ
テ ン ト ウ な どで寄生が確認 さ れて お り ， 本種 に も 同 じ よ
う に 天敵 と し て 作用 し て い る も の と 推測 さ れ る 。

4 防除
イ ン ゲ ン テ ン ト ウ は侵入筈虫であ る た め， 現在の と こ

ろ 本種に対す る 登録農薬 は な い。 本種の薬剤に対す る 感

受性 を調査す る た め ， 両県でそ れぞれ試験 を 実施 し た 。
山 梨 県 で は マ メ 類 に 作 物 登 録 の あ る MEP 乳 剤

( 1 ， 000 倍) ， マ ラ ソ ン 乳 剤 (2 ， 000 倍) ， DDVP 乳 剤
(1 ， 000 倍) ， PAP 乳 剤 (2 ， 000 倍) ， ペ ル メ ト リ ン 乳 剤
(3 ， 000 倍) お よ びシ ペ ル メ ト リ ン乳剤 (2 ， 000 倍) を 用
い て 虫体浸漬法 と 葉片浸漬法 に よ る 検定 お よ び MEP 乳
剤， マ ラ ソ ン乳剤お よ び シペ lレ メ ト リ ン乳剤に よ る 圃場
試験 を実施 し た 。 長野県で は イ ン ゲ ン， ダ イ ズ に登録の
あ る PAP 乳 剤 ( 1 ， 000 倍) ， マ ラ ソ ン 乳 剤 (2 ， 000 倍) ，
MEP 乳 剤 (1 ， 000 倍) お よ び CYAP 乳 剤 (1 ， 000 倍)
を 用 い て葉片浸演法 に よ り 試験 を 実施 し た 。 供試昆 虫 は
そ れぞれ現地園場か ら 採集 し た 成幼虫 を 用 い た 。 結果 を
表 1�4 に 示 し た 。 虫体浸漬法 に よ る 検定 で は ， 成虫，
幼虫 と も い ずれの薬剤 に対 し て も 非常 に 高 い感受性 を 示
し た (表一1 ) 。 葉片浸漬法 に よ る 検 定 で は ， 山 梨 県 の 結
果 は い ずれ の 薬剤 に 対 し で も 高 い感受性 を 示 し た (表-
2) 。 長野の結果 は， 成虫で は マ ラ ソ ン乳剤で死亡個体が
認め ら れず， 48 時間後の 食害程度 も 無処理 と 同 様 で あ
っ た も の の， そ れ以外の 3 剤 に 対 し て は 高 い感受性 を 示
し た 。 幼虫て、は， PAP 乳剤が処理 48 時間後 に 生存虫が
O に な っ た 。 そ れ以 外 の 3 剤 は， 処理 48 時 間 後 に 老熟

℃ 幼虫が生存 し て い た も の の食害程度 は 少 な し い ずれの

6 月 7 月 8月 9 月 l
z 最大積雪深 …・・ 最低気温 一一 平均気視 …...." 最高気温

図 2 長野県 内 の イ ン ゲ ン テ ン ト ウ の 主 な 発生地域 に お

け る 気温 と 積雪 ( 1 997)

30 薬剤 も 防除効果 は 高 か っ た (表 3) 。 圃場 に お け る 防除

10 
試験では， 幼虫 に 対 し て は す べ て の剤で高 い防除効果が

。 認め ら れた 。 成虫 に対 し て は， マ ラ ソ ン乳剤で は あ ま り

20 

1 0  効果が認め ら れな か っ た 。 MEP 乳剤 と シ ペ ル メ ト リ ン
-20 乳剤で は効果が認 め ら れた が， MEP 乳剤 は 散布直後の

成虫密度 は著 し く 低下す る も の の ， 3 日 後 に は密度の増
30 加が認め ら れた (表-4) 。
20 

10  

0 
-10 

20 

30 

現地 での聞 き 取 り 調 査 で は， r殺虫剤 を 使 っ て も 幼虫
は す ぐ に殺虫で き る が， 成虫が う ま く 防除で き な いj と
い う 声が聞かれた。 こ れ は， イ ン ゲ ン の葉裏で蝋化 し た
個体に は薬剤が到達 し に く い た め， 防 除 を 免れた個体が

20 表 1 虫体浸漬法 に よ る 成虫， 幼虫の薬剤l感受性検定
10 

0 

30 

20 

1 0  

0 

10 

-20 

処理 1 日 後 処理 2 日 後

供試薬剤 希釈倍数 死亡率 (%) 死亡率 (%)

成虫 幼虫 成虫 幼虫

MEP 乳剤 1 ， 000 100 95 100 95 

DDVP 乳剤 1 ， 000 90 95 100 5 

PAP 乳剤 2 ， 000 90 85 90 100 

ペノレ メ ト リ ン乳剤 3 ， 000 90 80 1 00 100 

シペノレ メ ト リ ン乳剤l 2 ， 000 60 90 100 100 

マ ラ ソ ン手Lì耳目 2 ， 000 100 95 100 95 

無処理 一 o 0 0 0 

処理方法 成虫， 幼虫 (3， 4 齢期) 各 10 個体を所定淡皮 の薬液に

10 秒間浸潰 し ， *液 を よ く 切 っ た の ち に イ ン ゲ ン薬 を 餌 に 250C

で飼育 し た . 2 連性.

苦闘虫は死亡 と み な し た .
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羽化 して く る も の と 考 え ら れ る 。
ま た ， も と も と 家庭菜 園規模の栽培が多い た め， 薬剤

散布 は ほ と ん ど さ れてい ない こ と も被害発生の要因のー
っ と 考 え ら れ る 。

ン ゲ ン テ ン ト ウ の 生 態 と 発 生 地 域イ

現地農家 の話では， イ ン ゲ ン テ ン ト ウ は 数年前か らい
た とい う 。 そ の 間， 問題 と して 浮か び上がって こ な か っ
た 要因 と して は， イ ン ゲ ン類 は 農家の庭先で 自 家消費用
に栽培 さ れてい る も の が多 く ， ベ ニ バナ イ ン ゲ ン や モ ロ

ツ コ イ ン ゲ ン な ど の よ う に経 済栽培 さ れてい る も の は ご
く 一部だ っ た た め と 考 え ら れ る 。 そ の た め病害虫発生予
察調査の 網 を う ま く かい く ぐ ってい た の であ ろ う 。

現在， 長野県 野菜 花 き 試験場 に おいて 室内 で温度 に 対

す る 本種の反応 お よ び野外 に お け る 越冬 を含 め た 発生消

長調査 を行って おり ， 婦の体色 は 発育 温度条件 の 違 い で
淡黄色 か ら 黒色 に 変異 す る こ と が明 ら か に な ってい る

(豊嶋 ら ， 1998) 。 本種 は比較 的低 温
を 好適温度条件 と す る の で， 標高 の
高い 地域や東北お よ び北海道 な ど の

寒冷 な マ メ 類栽培地帯 に侵 入す る 可
能性があ る 。 今後， 高 温域， 低 温域
での生存率 な ど を明 ら か に し， 本種

の分布域 の拡大 に対す る 警戒の必要
カ宝 あ る 。

農林水産省農業環境技術研究所 白
井洋一博士 に は， 本種の発見当初か
ら 種々 の ご教示 をい ただい た 。 農林

水産省横浜植物防疫所杉本民雄氏，

坂之内践行氏 に は， 本種 に ついて の

情報 をい ただい た 。 山梨， 長野両 県
の 農業改良普及セ ン タ ー， 病害虫防

除所お よ び農業関係試験場の各位に

は調査 に際 して ご協 力 をい ただい

た 。 記 して 感謝の意 を表す る 。

わお葉片浸潰法に よ る 成虫の薬剤感受性検定

処理 1 日 後
死亡率 (%)

処理 2 日 後
死亡率 (%)

表-2

希釈倍数

1 ， 000 
1 ， 000 
2 ， 000 
3 ， 000 
2 ， 000 
2 ， 000 

100 
100 
100 
100 
100 
100 

。

100 
100 
100 
100 
80 
95 

0 

供試薬剤j

MEP 乳剤
DDVP 乳剤
PAP 乳剤
ベ ル メ ト リ ン乳剤
シベルメ ト リ ン乳剤
マ ラ ソ ン乳剤

無処理

処理方法 : イ ン ゲ ン葉 を 所定濃度の薬液 に 1 分間浸潰 し， 風乾後
成虫 10 個体 と と も に飼育ケ ー ス に入れ. 250Cで飼育 した. 2 連性.

苦悶虫 は死亡 と み な し た .

葉片浸潰法 に よ る 薬剤l感受性検定表-3

48 時間後
食害程度

生存成虫個体数供試
成虫数

MEP 乳剤l
PAP 乳剤
マ ラ ソ ン乳剤
CYAP 乳剤

無処理

少
少
多
少
多

48 時間後

AHV
・，A
AHU
旬EA
nHU

1

1

 

24 時間後

qd
aq
AU
qδ
ハリ

1

1

 

12 時間後

phd
nnu
nHU
anτ
AHU

 

1

1

 

10  
10 

10  
10 
10 

希釈倍数

1 ， 000 
1 ， 000 
2 ， 000 
1 ， 000 

供試薬剤j

処理方法 : ダイ ズ葉の所定浪度の薬液に 1 分間浸潰 し ， 風乾後容器内 に成虫 と と も に 入

れ， 室温に 静置 し た .

48 時間後
食害程度

生存幼虫個体数供試
幼虫数

MEP 乳剤
PAP 乳剤
マ ラ ソ ン乳剤
CYAP 乳剤

無処理

少
少
少
少
多

48 時間後

'EA

AHu

n，u

n〆“

phd

24 時間後

内もυ
n，“
内，白
内《d
whd

12 時間後

q喝u

aa-

aa‘

aa-

F、d

Fhd

Fhd

Fhd

phd

F、υ

希釈倍数

1 ， 000 
1 ， 000 
2 ， 000 
1 ， 000 

供試薬剤
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処理方法 : 成虫の場合 と 同 じ . 供試虫の発育ス テ ー ジ は， 若齢 2 個体， 中齢 l 個体， 老

齢 2 個体. 試験区の 48 時間後の生存個体 は い ずれ も 老飴幼虫.

圃場 に お け る 防除効果袋一4

3 日 後

成虫 幼虫

1 日 後

成虫 幼虫

散布前

成虫 幼虫
希釈倍数

MEP 乳剤

マ ラ ソ ン乳剤

シベ ル メ ト リ ン乳剤

0 
(0 . 0) 

1 
(6 . 4) 

。
(0 . 0) 

15  
( 100) 

3 
(43 . 3) 

10 
(108 . 3) 

。
(0 . 0) 
15 

( 100) 

。
(0 . 0) 

1 
(3 . 1 ) 

。
(0 . 0) 

31 

( 100) 

0 
(0 . 0) 

8 
(72 . 2) 

0 
(0 . 0) 

18 
( 100) 

43 

36 

57 6 

8 

1 1  

2 ， 000 

2 ， 000 

1 ， 000 

供試薬剤

無処理 41 

一一一 2 1 一一一
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試験方法 : 現地圃場の イ ン ゲ ン に所定濃度の薬液 を散布 し . 100 葉当 た り の寄生個体数

を調査. ( ) 内 は補正密度指数.


